
平成３０年度　
北海道バイオマスネットワーク会議　総会

平成30年7月19日（木）14：00～
北海道自治労会館　4階ホール

北海道　環境生活部　環境局　気候変動対策課
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　主幹　北　創

地域連絡部会

29年度活動実績及び30年度活動方針（案）

やさしい未来へ　“自立する大地”　バイオマス北海道
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資料２－２



１.地域連絡部会の趣旨 

◆活動方針（地域連絡部会運営要綱第２より）

　　道内のバイオマスタウンを始めとした市町村・関係事業者・団体等において、情
　報の共有及び相互連携を図ることで地域からのバイオマス利活用の推進に寄与する

◆組　　織

　構成メンバー：北海道バイオマスネットワーク会議の委員、会員

◆座　　長
　北海道　[環境生活部環境局気候変動対策課地域資源活用グループ主幹]

［平成20年度「行政連絡部会」として設置、平成24年度に改組］

→　道内の各市町村におけるバイオマス利活用の取組を、相互連携を図ること
　により、高度化・広域化し、全道波及につなげていく

→　行政だけでなく、大学、試験研究機関、企業等が一体となって、
　バイオマス利活用に取り組むことを目指す

→　道が市町村や事業者に対応する「ワンストップ窓口」体制を整備し、
　道の取り組みと連動した効果的な活動を展開する
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２.地域連絡部会の活動実績 (1)情報交換、課題検討 

• 「地域連絡部会」意見交換会の開催（年２回、セミナー開催時にあわせて実施）

【平成29年度の活動方針】

・札幌以外で「バイオマス利活用に関する意見交換会」開催

【平成29年度の活動実績】

バイオマス産業都市の活用に向けた情報交換、課題検討

◆７月２７日（木）　北海道バイオマスネットワーク会議　「第１回地域連絡部会」　開催
　　～　全道から１８市町が参加　（夕張、芦別、江別、当別、平取、浦河、知内、八雲、紋別、津別、興部、雄武、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　士幌、新得、幕別、足寄、標茶、別海）

◆９月１日（金）　「バイオマス利活用に関する意見交換会（空知地域）」　開催（空知の市町村対象）
　　～　２市町参加　（美唄、新十津川）
　同時開催　「地域を創るバイオマス利活用講座2017」（ＮＰＯバイオマス北海道）
　　～　３２名参加　（企業、行政機関）

◆２月１６日（金）　北海道バイオマスネットワーク会議　「第２回地域連絡部会」　開催
　　～　全道から１２市町が参加　（江別、当別、知内、浜頓別、津別、興部、士幌、上士幌、新得、幕別、足寄、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　別海）
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２.地域連絡部会の活動実績 (2)道内市町村への情報発信①  

【平成2９年度の活動方針】

【平成2９年度の活動実績】

＜先進自治体の事例報告＞

＜バイオマス利活用事例・関連技術情報＞

■事例報告・検討会（H29.7.27）

■「北海道バイオマス・ネットワークフォーラム2018」（H30.2.16）

◆「神戸市東灘処理場におけるバイオマス活用事業の展開について」

◆知内町「木質バイオマスによる低炭素なまちづくりで産業と雇用を創出」
◆興部町「町営バイオガスプラント導入による効果と今後の展開」

◆南但広域行政事務組合「一般廃棄物（生ごみ、紙ごみ）によるメタン発酵及び発電」

■事例報告・検討会（H29.7.27）

◆（株）町村農場　「環境対策としてのバイオガスプラントの導入について」

検討成果のセミナー等での発表、道内市町村への情報発信

• 「事例報告・検討会」「フォーラム」等で、先進自治体による事例報告を実施
• 普及啓発部会と連携し、事例報告の内容を、道のHPや情報誌「HB net News」で情報発信
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２.地域連絡部会の活動実績 (2)道内市町村への情報発信②  

■事例報告・検討会（H29.7.27）

■「北海道バイオマス・ネットワークフォーラム2018」（H30.2.16）

[事例報告（神戸市）]

[事例報告（知内町）]

＜先進自治体の事例報告＞
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２.地域連絡部会の活動実績 (2)道内市町村への情報発信③ 

http://www.pref.hokkaido.lg.jp/ks/tot/biomass/biomasstop.htm

＜普及・啓発部会と連携した情報発信＞

◆バイオマスに係る情報を集約したポータルサイト「北海道のバイオマス」を道庁のWeb上に開設
　・　支援制度情報（国・道・その他）を始め、道内市町村の取組や、関係資料、関係機関のリンク先等を掲載
◆「北海道バイオマス・メールマガジン」を発行
　・　H２６年１２月から道のメールマガジンシステムで配信中　（道の共通メルマガ・サイトから、自由に登録可能）
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２.地域連絡部会の活動実績 (3)バイオマスアドバイザーの派遣 

【平成29年度の活動方針】

【平成29年度の活動実績】

バイオマスアドバイザーの派遣

• バイオマスの利活用に取り組む市町村に専門家を派遣し、計画策定や課題解決に助言

６市町に７回アドバイザーを派遣
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・バイオマスアドバイザー
　の派遣要望は随時受付
・旅費、謝金は道が負担

　（窓口：北海道　環境生活部
　　　　　環境局気候変動対策課
　　　　　地域資源活用G）



２.地域連絡部会の活動実績 (4)情報共有、相互連携 

【平成29年度の活動方針】

委員・会員間の情報の共有、相互連携によるバイオマス利活用の推進

• 「事例報告・検討会」「フォーラム」等における、事例報告への参加促進
• 会員一覧（詳細版：相談・助言等が可能な分野等の情報）を作成し、市町村へ提供

【平成29年度の活動実績】

◆会員企業のうち、指導・助言等の支援可能な会員の詳細情報を一覧表にし、市町村へ提供
　・　各市町村は、直接、会員企業へ照会が可能
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• バイオマスの利活用に取り組む市町村に専門家を派遣し、計画策定や課題解決に助言

• 「地域連絡部会」意見交換会の開催（年２回、セミナー開催時に合わせて実施）
• 「バイオマス利活用に関する地域意見交換会」の開催（NPOﾊﾞｲｵﾏｽ北海道と共催）

• 「事例報告・検討会」「フォーラム」等で、先進自治体による事例報告を実施
• 普及・啓発部会と連携し、事例報告の内容を、道のHPや情報誌「HB net News」で情報発信

３.地域連絡部会の今後の活動 (1)平成30年度活動方針

• 「事例報告・検討会」「フォーラム」等における、事例報告への参加促進
• 会員一覧（詳細版：相談・助言等が可能な分野等の情報）を作成し、市町村へ提供

・　委員（市町村）からの依頼を受け、「利活用支援チーム」を組成し、市町村へ派遣、相談対応
　※　「利活用支援チーム」の組成等調整は、ＮＰＯ法人バイオマス北海道が中心となって対応

• 委員（市町村）から、さらに継続的な事業検討の要望があった場合は、利活用検討部会と
協議の上、新たなワーキンググループを立上げ、支援を実施していく

【平成30年度活動方針】

バイオマス産業都市の活用に向けた情報交換、課題検討

検討成果の発表、道内市町村への情報発信

バイオマスアドバイザーの派遣

委員・会員間の情報共有、相互連携によるバイオマス利活用の推進

委員（市町村）に対する、会員（企業等）による助言・支援の実施
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３.地域連絡部会の今後の活動 (2) 市町村への支援イメージ

市町村

 出前訪問
◆市町村との協議、アドバイス
◆具体的な支援策の提案

市町村の要望
に応じ対応

◆ 普及啓発から技術的な助言など
  人材派遣　（単発的な支援）

ﾊﾞｲｵﾏｽｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ派遣事業

◆会員一覧（詳細版）を基に市町村から
の相談等に対応　[事務局として紹介]

HBN会議会員一覧（詳細版）
の情報提供

HBN会議 地域連絡部会

会員一覧
（詳細版）

◆バイオマス利活用に係る課題

：ＨＢＮ会議関連

【第一段階】

【第二段階】

② 道の
　  対応

～ 市町村のメリット ～ 
　技術的専門的な助言が受
けられる！

・ 各市町村の実態に応じた　　
ﾊﾞｲｵﾏｽ利活用に係る方向　
性の検討
・ 市町村の抱える個別・
　具体的な課題 の検討
・ FS調査実施や都市構想
策定に向けた助言　　等

❶「バイオマス」利活用に着手
　するため、必要な情報・手順
　などの整理をしたい

❷「バイオマス」の選定や活用
　方法等の検討を深めたい

❸選んだ「バイオマス」を活用
　する上で、必要な設備、能力
　やコスト等、具体的な情報を
　入手したい

❹地域実態に即した施設整備
　や運営体制等を、具体的に
　検討したい

❺地域の関係者を含む、事業
　の検討・推進組織を立上げ
　たい

❻施設整備等に係る支援制度
　に応募したい

【利活用支援チームの派遣】

　※ NPO法人バイオマス北海道が中心と
　　なって支援チームを構成する

【新WGの立上げ　市町村支援】
※市町村の要望に応じ、継続的な事業
　　検討を行うWGを設置し、支援実施

HBN会議 利活用検討部会

＊第二段階から道はHBN会議と　
　連携しながら支援していく

〈市町村からの支援依頼
　　　　　　　     　を基に調整〉
　１） 日時、場所
　２）支援内容
　３）支援体制　　等
　　　・利活用支援チーム
　　　・市町村設置の協議会等
　　　   へ委員参加
　　　・HBN会議利活用検討部会
　　　  の新WG　等々　

◆ワンストップ窓口
　（気候変動対策課 地域資源活用G）
　　　　〈連携〉　関係部局、振興局

北海道① アンケート調査等（意向調査）

③  市町村からの支援依頼

④ 調整
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４.国の支援策（「バイオマス産業都市」の活用①）

※農林水産省HPから転載 11



Ｈ30年度は5/21～7/20に募集

Ｈ29年度は9/11に実施

Ｈ29年度は10/3に発表

４.国の支援策（「バイオマス産業都市」の活用②）

12※農林水産省の資料を加工



４.国の支援策（「バイオマス産業都市」の活用③）

全国79市町村のうち
北海道は31市町村

※農林水産省HPの資料を加工 13



４.国の支援策（「バイオマス産業都市」の活用④）

◆道内バイオマス産業都市構想の概要　※平成29年度選定分

http://www.maff.go.jp/j/shokusan/biomass/b_sangyo_toshi/b_sangyo_toshi.html 
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４.国の支援策（「バイオマス産業都市」の活用⑤）

◆道内における活用実績
Ｈ31年度分は
2月に要望を
調査する予定

平成30年度関連予算

[農林水産省　バイオマス循環資源課]

食料産業・6次産業化交付金　　　[1,678（－）百万円]

～　6次産業化関連の市場規模拡大に向け、加工・直売、バイオマス、食育等の取組を支援　～

（１）バイオマス利活用推進事業　　　　　　　　　　　　　　　
　　　バイオマス産業都市選定地域におけるプロジェクトの実現に必要な調査・設計等を支援します。
　　

（２）バイオマス利活用施設整備事業
　　　バイオマス産業都市選定地域におけるプロジェクトの実現に必要な施設整備を支援します。

補助率：1/2以内
事業実施主体：民間団体等

補助率：1/2、1/3以内
事業実施主体：民間団体等

※（　）内は前年度予算額
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５.道の支援策 ワンストップ窓口
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・
協
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待
!

◆道庁内においてバイオマスに関する総合的な企画調整機能を担う体制を整備
　→　気候変動対策課地域資源活用Ｇが、情報共有のハブとして活動
◆市町村や事業者に対応する「ワンストップ窓口」を開設
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　バイオマスに係るご相談は、
いつでも、お気軽にご連絡を！

　　　　　　　　　　　　＜北海道バイオマスネットワーク会議　事務局＞

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　兼

  　　　　　　　　　　　＜北海道のバイオマスに係るワンストップ窓口＞

　　　　　　　　　　　　　　北海道環境生活部環境局気候変動対策課

　　　　　　　　　　　　　　　　地域資源活用グループ　　TEL　011-204-5334

支援施策には「旬」があります。好機を逃さず、チャレンジしてみましょう。

地域の方々や市町村単独では解決が困難なら、私たちにご相談ください。

協力・連携のお手伝いをします。一緒に悩みながら、頑張りましょう。

17


